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精神疾患など）。過去 1年の間に少なくとも 3ヶ月の間そうした症状があったかを

尋ねている。

　コントロール変数は、属性および社会経済状況に関するもので、性、スウェーデ

ンで生れたか、家族状況（ひとり親であるかなど）、住んでいる地域の平均所得状

況などである。

（結果）

　多変量解析の結果は、慢性状況にある子どもは（そうでない子どもと比べ）、身

体的な虐待（のみ）を受けるリスクが高かった（オッズ比 1.67）。DVへの暴露と身

体的虐待の両方を受けるリスクも高かった（オッズ比 2.54）。しかし、DVのみにつ

いてはそうは言えなかった。

　性（男児であること）、スウェーデンで生れたか、家族状況（ひとり親であること）

は、有意に身体的虐待、DVへの暴露に関連があったが、住んでいる地域の平均所

得状況との関連性は有意とは言えなかった。

　一方で、さらなる分析を進めると、交互作用が見られた。慢性状況でありスウェー

デン外で生れた場合は、慢性状況でありスウェーデン内で生まれた場合と比べ、オッ

ズ比で 2.7 倍の差で有意に身体的虐待につながり、同様に、慢性状況で低所得エリ

アで暮らしていると慢性状況で中高所得エリアで暮らしている場合と比べ、オッズ

比で 1.6 倍の差で有意に身体的虐待につながっていた。

　研究の結論として、次のように述べている。慢性的な健康面での状況は身体的虐

待のリスクを上昇させるが、それは社会経済状況によって異なる面を持つ。子ども

虐待に関するすべての研究において、健康状況および社会経済状況の両方を考慮に

入れることの重要性をこの研究は裏付けるものである。
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（４）海外論文についてのまとめ

Ａ論文、Ｂ論文それぞれについて、全般的にどのような傾向が見られるかをまとめた。

（１）Ａ論文（レビュー論文）についてのまとめ
①理論と実証論文が区分けされている。
　理論的な論文と実証的な論文を区分する傾向が見られた。理論の中には、経済学などの新たな分野

からの視点を含むものが見られている（Ａ－１論文）。学際的な研究は、子ども虐待問題全般で隆盛

にあると思われるが、この分野でも学際的な研究が進んでいることが伺われた。また、実証的な論文

では、所得のみではなく、失業、ひとり親、社会的・経済的リソースが限られていること、地域の問題、

公的扶助の制裁、具体的な物質的支援、自ら認知する困窮経験などさまざまな貧困問題と絡む点が取

り上げられていた。

②実証研究の多くでは、子ども虐待と貧困の関連性が実証されている。
　ＯＥＣＤによるＡ－１論文も指摘するように、「約 40 年間に及ぶ、実際の親の育児行為と児童福祉

サービスの介入の双方を検証する多くの研究」（Ａ－１：ｐ 11）によって、所得や失業など貧困と関

連する事象と、実際の虐待・ネグレクトの発生及び児童福祉サービスの関与の双方との関連性が明ら

かになっている。

③相関関係では不十分であり因果関係を探る研究を求めるようになっている。（A－１論文、A－３
論文）
　一方で、②の研究はほとんどが相関関係に基づいた分析であり、因果関係を実証できているのもの

は少ないとしている。こうした意味では限界をかかえており、今後は研究のあり方として、前向きデー

タ、パネルデータを用いた研究など、より厳密な手法を用いた研究が必要になっていると指摘されて

いる（なお、この点はＢ論文のまとめを参照のこと）。

　ただし、ＯＥＣＤによるＡ－１論文では低所得と虐待の関連が因果的であるとみなすことができる

エビデンスをもつ研究が数点取り上げられている。

④サービスのあり方、対策ともからめて論じられている場合が多い。
　レビュー（文献研究）されている論文群の中に、公的扶助のあり方（寛大さ）や現金補助を提供す

るプログラムの有効性など、貧困問題の影響を減じるサービスのあり方と、虐待問題との関連性を分

析する研究を取り上げている例が見られた。また、虐待ケースに対する対応方法の違い ( 具体的には

区分対応システム：ＤＲ ) が、貧困と虐待の関連性にどのような影響を及ぼすかについての研究を取

り上げているものもあった（Ａ－２論文）（なお、この点はＢ論文のまとめを参照のこと）。

　サービスのあり方とも絡むのだが、Ａ－３論文では「ソーシャルワーカーには貧困を認定し対応す

る義務がある」（ｐ 62）と指摘され、ソーシャルワークによる研究（例えば所得移転が児童保護のリ
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スクをどう軽減するか）は、③の因果関係を探る上では重要であるともされている。

（２）Ｂ論文（個別リサーチ論文）についてのまとめ
①縦断（パネル）データを用いた研究、因果関係を探っている研究が見られるようになっている。
　Ａ論文のまとめ③において指摘したように、欧米（特にアメリカ）の研究では現在、相関関係だけ

でなく、経済的な困窮状況など社会経済状況の変動が外生的な要因として子ども虐待・ネグレクトな

ど親の養育姿勢に影響があるかという因果関係を探ることに焦点があてられるようになっており、そ

のためにもパネルデータなどの分析が必要となっている。

　今回の個別のリサーチクエッションを立てデータ分析を行った研究のレビュー（文献研究）では、

パネルデータや前向きデータを用い分析したものして、16 の研究のうち 10 が該当した。これらの多

くが因果関係を探っているものと考えることができるが、変数間の時間関係を分析モデルに組み込ん

だいわゆるパネルデータ分析（固定効果モデルなど）によって因果推定を探っているものも見え、よ

り厳密な手法が用いられていた（Ｂ－１、Ｂ－６）。

　ＯＥＣＤによる「子ども虐待の経済的決定因子と帰結」（Ａ－１論文）が出版されたのは 2011 年で

あるが、上記のようなパネルデータを用い因果関係を探った研究はほとんどが 2011 年以降に発表さ

れている。「子ども虐待の経済的決定因子と帰結」（Ａ－１論文）においては「経済的なリソースが子

ども虐待および（特に）ネグレクトのリスクに大きな影響を及ぼしていることが明示的に指摘される

ものの、決定的な因果関係を示す証拠を、これまでのところ特定するのは容易ではない」（p4）とい

う指摘があるが、その状況を補う研究が複数出現していることを示唆していると言えるだろう。

②多変量解析など厳密な統計的な手法を用いている研究がすべてである。
　今回のレビュー（文献研究）の対象としたＢ論文の研究の中には、①で指摘したようなパネルデー

タなどを用いておらず、相関関係の次元に留まっているものも含まれているが、すべて記述的分析や

貧困と虐待というふたつの変数の単相関の分析研究ではなく、多変量解析に基づくものであった（一

部、単相関と多変量の分析をひとつの研究内で行っているものもあるが）。つまり、相関関係であっ

ても、ふたつの変数に関連するさまざまな他の要因をコントロールした研究であった。子ども虐待の

問題は単独の要因で生起するものではなく、いくつかの要因がからみあっていると理論的には考えら

れており、そうした観点からは多変量解析によって複数の要因の影響力を解きほぐす必要があること

を反映しているのであろう。また、子ども虐待と貧困の関連性については、第３の要因がふたつの関

係を擬似的に強めているだけではないかという疑問が呈される場合（「子ども虐待の経済的決定因子

と帰結」（Ａ－１論文）でも社会的淘汰の点が指摘されている）があり、そうした点からも多変量解

析の必要性が問われているのだと思われる。

③経済状況をコントロール要因として用いることは、虐待研究としては通常のものと言える。
　②とも関連するのだが、「虐待とそのアウトカムなどとの関連性における仲介要因として貧困とし

て取り上げられている研究」（Ｂ－１２からＢ－１６）や「虐待や貧困問題などに対するサービスに



－ 140 －

ついてのデータを用いた研究」（Ｂ－３からＢ－５）などで取り上げた研究を象徴的な例として、虐

待問題にまつわる量的な研究では、貧困問題など経済的な要因をコントロールすることは通常となっ

ていることが伺えた。

　このことからは、欧米では虐待問題と経済的な状況の関連性は（それに対する疑いも含め）、広く

認識されており、貧困など経済的なものをコントロールすることが一般的になっていることが推察さ

れた。今回の文献検索にあたって行った文献数の分析で、2000 年代、2010 年代になっても文献が増

加しているのは、コントロール因子として貧困など経済社会状況が分析に組み入れられる傾向が増え

ているために、検索数が増加している可能性を示しているのではないだろうか。

④因果関係を探る研究、多変量分析に基づく研究でも、貧困が虐待のリスクや児童保護機関との関わ
りの高さにつながっていることを実証できている。
　①や②で指摘してきたように、今回取り上げたすべての研究は、貧困以外のいくつかの要因を組み

入れたものであり、また多くはパネルデータを用いた分析であるが、結果としては経済的な要因が虐

待に関連する（原因のひとつとなる）ことを明示しているものが多い。「貧困が虐待の発生にどのよ

うに関連しているかを探る研究」（Ｂ－１、Ｂ－２）２本と、「不況などが子ども虐待に及ぶ影響につ

いて調べた研究」（Ｂ－６、Ｂ－７）２本、「ネグレクトについての研究」（Ｂ－８、Ｂ－９）、Ｂ－５

の養育費に関する研究が、直接的にその関連性を指摘していると言える。特に、Ｂ－１、Ｂ－６、Ｂ

－７、Ｂ－９はパネルデータ分析でもある。また、親のメンタルヘルス、アルコール問題、さらには

親の養育態度などいわゆる第３の要因とされるものもコントロールされている研究があったが、今回

の文献研究からは、それらが貧困と虐待の関連性を説明できているとする研究は見当たらなかった。

貧困と虐待の関連性は、因果関係を探る研究の段階においても徐々に実証が進んでいると言えるので

はないだろうか。

　また、③のように経済状況をコントロール要因として組み入れた分析は多いが、その場合も虐待と

そのアウトカムをつなぐ重要な仲介要因として経済状況が存在していると結論付けられているものも

存在している（Ｂ－１２、Ｂ－１３、Ｂ－１４、Ｂ－１５）。貧困と虐待という直接的なつながりだ

けでなく、虐待と関連したさまざまな要因との関連性を貧困問題が仲介しているという視点は重要で

あろう。

⑤虐待の結果として大人期の貧困問題を取り上げる研究が存在する。
　虐待の原因だけでなく、子ども期に虐待を受けたことで大人期に貧困になってしまう経路の研究も

進んでいる（Ｂ－１０、Ｂ－１１）。これは、鶏か先か卵が先かという議論ではなく、Ｂ－１１にお

いて指摘されるように、虐待の世代間連鎖の経路に貧困問題が絡んでいることを表すものだろう。支

援の次元で言えば、虐待を受けた子どもの治療や経済的なものも含めた生活支援に社会的投資をする

ことが、被虐待者の大人期の貧困を軽減することにもつながり、次世代への加害行為の連鎖や貧困の

連鎖を防ぐことにもつながるという視点である。
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⑥虐待のさまざまな次元による関連性の違いにも注目している。
　虐待の種別や男女差によって異なる関連性が見えたり、虐待が起きるタイミングの違いなどによっ

て異なる様相が見えることも指摘されている。例えば、性虐待の再被害率を分析している研究（Ｂ－

１４）では、性虐待の発生率そのものには、経済状況は影響していないが、再発生率には影響が及ぼ

していることを指摘する。また、男女差も異なることが示されている。

⑦サービスなどのあり方を含んだ研究が存在する。
　Ａ論文のまとめ④でも指摘した点と一致するのだが、Ｂ論文においてもさまざまなサービスやシス

テムの存在やあり方を絡ませた研究が見られる。これらは、虐待や貧困に特化したサービスやシステ

ムだけでなく、広く子育て全般（メンタルヘルス関連も含む）に関連したものもあった。貧困と虐待

の関連性とはこうしたサービスの存在やあり方とも関連する問題であるということがこれらの研究か

らも伺われる。

　　

（３）最後に
　ＡおよびＢ論文の研究全体を振り返って、これまで触れていない点として、（ＯＥＣＤによるＡ－

１論文でも指摘されていることだが）特に米国での研究が量的にも多く進展が見られるのは、ひとつ

にはデータベースの整備が進んでいるためかもしれない（縦断的なものも含め）。こうしたデータベー

スを整備することは、Ａ－１論文も指摘するように「この分野の国際規模の政策研究を推進する重要

な第 1歩」（p20）としても重要であろう。Ａ－１論文は、先進国でのこうした比較をするためには「（虐

待とネグレクトの定義、通告、調査、子どもを分離する政策に関する）加盟国の虐待関連政策の全容

に関する情報を網羅する詳細な国別データベースを編さんすること」（p20）がまず最初に必要ともす

る。日本ではこの点からまずは整備していく必要があるだろう。

　また、そうしたデータベースが、米国では（ＯＥＣＤによるＡ－１論文が言うところの）さまざま

な行政管理データと突合されていたり、一般の子育てに関するデータとＣＰＳ（児童保護局）のデー

タが突合されている場合があることも今回のレビューの中で気づかされたことであった。行政管理

データには、ＴＡＮＦのデータ、メンタルヘルスや裁判所のデータなどがあった。こうしたことが可

能となるにあたって、守秘義務などの問題をどのようにしてクリアできているのかなど、いくつかの

疑問も残るところであるが、日本におけるこの領域の研究を深めていくためには今後検討の余地のあ

る点なのかもしれない。

　また、今回レビュー（文献研究）の対象とした論文（Ａ論文・Ｂ論文含め）は、けっして学問的な

意義のみを見出しているのではなく、多くはさまざまな政策的なインプリケーションを持っている。

そのインプリケーションの最も大きな点とは、ＯＥＣＤによるＡ－１論文が言う「低所得が虐待と因

果関係にあるのなら、寛大な所得支援政策は虐待やネグレクト、ならびにこれらと関連しているさま

ざまな付随的な経済的、社会的な悪影響を減らしたりなくすことに相当の役割を果たすことになると

思われる」（ｐ 13）ということではないだろうか。貧困の解消は、虐待・ネグレクトを減らすことに

つながる可能性をもつものなのかどうか、そのための実証的なエビデンスこそを探し出そうとしてい
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るのであろう。また、国際比較の意義のひとつもそこにあると考えられるだろう。Ａ－４論文は、Ｏ

ＥＣＤが子育て家庭の福祉に関する比較研究をしたものだが、その中でも虐待と貧困の関連性を探る

国際比較分析を行っているのもそうした流れに沿うものだろう。

　さらに言えば、Ａ論文のまとめ④、Ｂ論文のまとめ⑦でも指摘されるように、さまざまなサービス

のあり方を考える上でも、貧困問題と虐待との関連性を射程に入れることが必要となってきていると

言える。それは、マクロ的な次元のみならず、Ａ－３論文も指摘するようにソーシャルワーク的な次

元においても貧困と虐待の関連性は重要な視点となってきていることも意味しているだろう。これま

で海外や日本で進んできた心理医学的な臨床介入にあわせ、経済的な安定さを含めた家族や子ども（被

害を受けた子どもの自立支援を含め）の生活全般への介入のための社会資源やミクロレベルの手法を

構築していくことが求められているのであろう。また、今後求められている研究も、そうした次元も

含むべきであると考える。

（山野良一）
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所の人権蹂躙と国民統制

八朔社

森 茂起 「社会による子育て」実践ハンドブック―教育・福祉・
地域で支える子どもの育ち

岩崎学術出版社

諸富 祥彦 「プチ虐待」の心理 : まじめな親ほどハマる日常の落と
し穴

青春出版社

諸富 祥彦 スマホ依存の親が子どもを壊す 宝島社

中板 育美 周産期からの子ども虐待予防・ケア : 保健・医療・福祉
の連携と支援体制

明石書店

日本社会病理学会 / 監修       
高原 正興 , 矢島 正見 / 編著

関係性の社会病理 学文社

緒方 康介 虐待された子どもの知能心理学 : 学力 , 性格 , トラウマ
との関連

多賀出版

島田 妙子 虐待の淵を生き抜いて 毎日新聞出版

鈴井 江三子 / 編著 学童保育版児童虐待対応マニュアル : 早期発見・早期対
応につなげる : 学童保育ならではの役割がここにある

保育社

淑徳大学創立 50周年記念論
集刊行委員会 / 編

共生社会の創出をめざして 学文社

東京弁護士会弁護士研修セ
ンター運営委員会 / 編

子どもをめぐる法律問題 ぎょうせい

山脇 由貴子 告発児童相談所が子供を殺す 文藝春秋

渡辺 久子 母子臨床と世代間伝達 -- 新訂増補 金剛出版
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2016 年の児童虐待に関する書籍（訳書）

著者・編者 書籍名 出版社

アリシア・F・リーバマン , シャ
ンドラ・道子・ゴッシュ・イッペン , 
パトリシア・ヴァン・ホーン /著  
渡辺 久子 /監訳  
佐藤 恵美子 , 京野 尚子 , 田中 祐
子 , 小室 愛枝 /訳

虐待・DV・トラウマにさらされた親子への支援 : 子ど
も - 親心理療法

日本評論社

モード・ジュリアン , ウルスラ・
ゴーティエ / 著  
園山 千晶 / 訳

父という檻の中で WAVE出版

ポール・K・クラインマン /編  
小熊 栄二 /監修 
溝口 史剛 /監訳

子ども虐待の画像診断 : エビデンスに基づく医学診断と
調査・捜査のために

明石書店

第 22回学術集会おおさか
大会実行委員会

 日本子ども虐待防止学会第 22回学術集会おおさか大
会抄録集 

日本子ども虐待防止学会

日本財団 「地域における児童虐待防止対策推進に資する調査研
究」調査結果報告書 

港区要保護児童対策地域協
議会

港区児童虐待対応マニュアル ..  改訂版 .

東京都福祉保健局少子社会
対策部計画課 編

児童虐待死亡ゼロを目指した支援のあり方について 東京都福祉保健局少子社会
対策部計画課

板橋区子ども家庭支援セン
ター 編 . 

児童虐待防止マニュアル 板橋区子ども家庭支援セン
ター

改正児童福祉法・児童虐待防止法のポイント〈平成
29年 4月完全施行〉

中央法規出版
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2016 年の児童虐待に関する雑誌特集号
（※『子どもの虐待とネグレクト』を除く）

No. 雑誌名・巻号 特集名 特集の目次 著者

1 日本精神保健
福祉士協会誌
47(2)

子どものメンタ
ルヘルスと精神
保健福祉士

子どもの貧困をめぐる動向と政策の課題 
「チームとしての学校」におけるスクールソーシャル
ワーカー（精神保健福祉士）の役割 
〔各論〕 
子どもの貧困問題に対する精神保健福祉士の役割 
子ども虐待防止に活かすべき精神保健福祉士の機能と
その課題―メンタルヘルス問題のある親への生活・子
育て支援を考える 
精神障害のある親をケアする子どもと精神保健福祉士
の役割 
〔実践報告〕  
教育相談室勤務から考えるソーシャルワークの可能性 
発達障害のある子どもと精神保健福祉士の実践 
児童虐待防止と精神保健福祉士の実践 
ユース・メンタルサポートセンターMIE における子ど
もへの支援―若者精神保健相談を通した精神保健福祉
士の役割 
子どもの貧困における地域実践―豊島子ども
WAKUWAKUネットワークの取り組み 
通信制高校における生徒の支援の実践 
精神障害のある親の子育て支援を考える会（カンガルー
の会）の活動 
 
誌上スーパービジョン クライエントと“関係性を築く”
とは ──スーパーバイザー "

原 昌平 
岩永 靖 
 
 
大西 良 
松宮 透 
 
森田久美子 
 
岡本 亮子 
知名 孝 
加藤 雅江 
山本 綾子 
 
天野 敬子 

 
川上 芳夫 
辻本 直子・
栄 セツコ・
榎原 紀子・
平田 はる奈 
柏木 昭

2 月刊福祉
99(5)

権利擁護と福祉
サービス

人権の理論と権利擁護   
なぜ権利擁護が社会福祉法に規定されたのか―歴史か
ら振り返る  
権利擁護をめぐる現状と課題―昨今の事件・判例から  
子どもの権利擁護に向けた官・民の協働 ―児童虐待防
止のオレンジリボン運動から  
障害者の権利擁護―差別とは何か改めて考える  
高齢者虐待対応における家族支援  
精神障害のある人たちの権利を守る 

秋元 美世 
 
河 幹夫 
平田 厚  
吉田 恒雄  
 
平野 方紹 
副田 あけみ 
岩崎 香

3 月報司法書士 
535

児童福祉のあり
方

子どもの成長発達における社会的支援のあり方　 
児童相談所の現在・過去・未来 
里親制度の慢性的課題とこれからの当事者支援 
児童虐待と法律家の関わり 
子どもの権利擁護と司法書士

松原 康雄 
内山 雅之 
坂間 多加志 
馬場 望 
伊見 真希

4 日本医師会雑
誌 145(2)

平成 27年度家
族計画・母体保
護法指導者講習
会

わが国の成育医療の課題と「健やか親子 21」の果たす
役割 
若年妊娠について 若年妊娠の全体像と課題 
若年妊娠と児童虐待 
若年妊娠症例に対する社会的支援 
性教育でできること 
指定発言―行政の立場から

五十嵐 隆 

安達 知子 
光田 信明 
水主川 純 
種部 恭子 
一瀬 篤

5 小児科診療
79(9)

ベテラン小児科
医が伝授する入
院管理・診療の
コツ

Ⅰ入院患者の困った状況をどう乗り切るか
入院患者の困った状況をどう乗り切るか－本特集の案
内も含めて
免疫不全患者の感染症　
発達障害児への上手な対応
基礎疾患のある児の鎮静
在宅重症児診療のコツ

石黒 精　
上山 伸也
稲葉 雄二・他
久我 修二
余谷暢之
長　和俊
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患児・家族への説明と困った家族への対応
退院調整と退院支援のための医師の役割とやりがい－
周産期母子医療センターでの連携調整

Ⅱよくある急な変化に対応するためのクリニカルパー
ル
入院患者の発熱
入院患者のけいれん
頻脈，不整脈，血圧低下
アナフィラキシー・薬疹
酸素飽和度の低下
腎不全，電解質異常

Ⅲコンサルトすべき疾患と見逃してはいけない疾患の
クリニカルパール
過ちやすい外科的な重要疾患－小児の急性腹症を中心
に
婦人科疾患を見落とさないためのコツ　
killer sore throat と難聴

廣間 武彦・他

佐藤 公則・他

白石 秀明
武井 黄太・他
池田 政憲
小泉 沢
幡谷 浩史

正畠 和典・他
永田 知映

守本 倫子

6 Sexuality  「家族」を学ぶ 子どもを見つめる、「家族」を学ぶ 

 
家族についての教育、再考　 
現代家族の基礎データ 
「家族の学習」をすすめる 3つのポイント　 

 
中学校での「生徒とつくる家庭科の授業」実践　 
家族を学ぶ　 
いろいろな家族の中で育っている生徒への性教育　 
児童虐待ドキュメンタリー漫画「あの子はいらない」
を題材に “虐待 ” を考える　 
ある日、突然いなくなった子ども

艮 香織、鶴田 
敦子・日暮 かを
る・田代 美江子 
伊田 広行 
杉井 潤子 
『季刊セクシュ
アリティ』編集
委員会 
笹森 史子 
平田 裕美子 
樋上 典子 
松本 美穂 
 
金子 由美子

7 児童心理
70(19) 

「子育て支援」
のこれから 

■あらためて、子どもの成長に最適な環境を考える 
乳児期に求められる適切な環境 
幼児に必要な応答的な環境 
学童期の子育てにおける子どもの「安心感」――その
現代的意味を考える　　　　　　 
子どもへの共感性に乏しい親をどう理解し援助するか 
自立と母親業の狭間で悩む女性たち 
「子育て支援員」の目指すもの――社会的養護コースの
意義　　　　　　　　　　　　　 
 
■課題を抱えた家族への対応 
発達障害のある子どもを抱えた家族への支援 
児童虐待防止の切り札はあるか――危機介入を意図し
た実践レポート 
子どもの孤独感を埋めるみんなの居場所――「子ども
食堂」の広がり 
実親と縁の薄い子どもたち――里親制度を中心に　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
■対応の難しい子に出会ったときに 
集団参加が苦手な子どもを支える 
保育者と関係を作りにくい子――「なつかない」とい
うとらえ方を再考する 
激しく苛立つ気持ちをぶつけてくる子 
かたくなで固まってしまう子――子どもの姿をそのま
ま受け取る 
保育者が「好きになれない」と思ってしまう子に出合っ
たとき／

中村 徳子 
神長 美津子 
石﨑 淳一　　 
 
野末 武義 
森川 早苗 
鈴木 里香　 
 

 
小野 真樹 
福島 一雄 
室田 信一 
青葉 紘宇　　 
 
 

奥住 秀之 
飯野 雄大 
 
竹内 れい子 
竹中 真美 
大豆生田 啓友
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■地域での保育 
地域型・小規模保育の現状と課題 
ファミリー・サポート・センター事業の役割と展望 
「一時預かり事業」の意義 
子どもの健康と地域における保健活動 
子育て支援のネットワークをどう組むか

佐々 加代子 
橋本 真紀 
尾木 まり 
竹鼻 ゆかり 
柏女霊峰・田中
由実

8 警察学論集
69(11)

児童虐待対策の
現在

児童虐待の防止に向けて 
児童虐待防止に向けた警察の取組の強化について～関
係機関との情報共有を中心に～ 
厚生労働省における児童虐待防止対策について 
児童虐待事案における捜査上の留意事項～真相を解明
し適切・妥当な解決を図るために～

種谷 良二 
小西 康弘 
 
竹内 尚也 
高橋 孝一

9 公衆衛生
80(7)

子どもの貧困と
健康

日本の子どもの貧困の現状 
子どもの貧困と食生活・栄養 
子どもの「貧困」における多様な心身の発達困難と支
援の課題 

 
子どもの貧困と口腔疾患 
女性の貧困と若年出産の現状 

子どもの貧困と児童虐待 

子どもの貧困対策と自治体行政 
- 子どもの貧困対策推進法・生活困窮者自立支援法 
生活困窮者への地域での取り組み -POPOLOハウスと
フードバンク 
子どもの貧困対策活動 - 山科醍醐こどものひろばの取
り組み 
子どもの貧困対策活動 - 居場所をつくる児童館の取り
組み

大澤 真平・松本 
伊智朗 
村山 伸子 
小野川 文子・田
部 絢子・内藤 
千尋・高橋 智 
渡部 茂 
佐藤 拓代 
奥田 晃久・川松 
亮・桜山 豊夫 
湯澤 直美 

 
鈴木 和樹 
村井 琢哉 
荘保 共子

10 小児科臨床
69(12)

子どもの事故・
虐待

子ども虐待に関する法制度とその対応  

PTSDと子ども虐待 
子ども虐待と開業医の役割 
ゼロ歳児からの子ども虐待予防 
診療現場でみる子どもの虐待 
・子ども虐待根絶に向けた歯科界の取り組み 
子ども虐待の報告・通告 
・法律と事例に学ぶ通告の重要性 
・子ども虐待と児童相談所通告 
 
子ども虐待と家族の支援 
・子ども虐待と家族 : 家族システム論による考察 
・虐待する保護者や家族への支援のあり方 
子ども虐待と保健・教育・福祉の連携 
・切れ目のない養育支援こそが市区町村の子ども虐待
対策 : 通告から養育支援へのシフトチェンジ 
・保育園・幼稚園における子ども虐待対応 : 専門職連
携実践に向けて園ができること 
海外における子ども虐待と対応  
・子ども虐待防止世界会議を踏まえて : 子どもの安全
を守る支援者を支持するためのシステムを合理化・効
率化させる必要性 
・米国における児童虐待防止の対策と努力  
 
・フィンランドにおける子ども虐待防止活動

桑原 博道 ; 墨岡 
亮  
亀岡 智美  
高屋 和志 
井上 登生 
 
花岡 洋一 
 
山田 不二子 
田崎 みどり 
 
 
加藤 吉和  
林 浩康 
 
渡辺 好恵 
 
笠原 正洋 
 
 
和田 一郎 ; 高岡 
昴太 
 
Randell 
Alexander; 廣瀬 
たい子【訳】 
鈴木 香
代子 ;Eija 
Paavilainen"
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11 ペリネイタル
ケア 35(12)

特集 周産期の
チーム医療サク
セス 8case : 今
こそ助産師の専
門性を発揮する

これからのチーム医療の在り方と助産師の果たす役割 
Case1:「チーム STEPPS(R)」エビデンスに基づいた
チームトレーニングの実際 

Case2: 羊水塞栓症の妊婦を救命した一例 
Case3:「院内緊急帝王切開システム」の構築と維持 
 
 
Case4: 医療・保健・福祉が連携した特定妊婦の支援と
児童虐待対策 
Case5: 自律した助産師を育成する “助産師搬送コー
ディネーター制度 ” 
Case6: 多職種間連携による胎児および新生児の治療 
 
Case7: 持続可能で安定的な救急・周産期医療体制の構
築 
Case8: 産科と救急との連携で母体救命を目指す

鈴木 真・吉田 
広美 
鈴木 真・末光 
徳匡 
 
新垣 達也・松岡　 
隆・関沢 明彦 
生水 真紀夫・尾
本 暁子・林 伸
彦・阿部 礼子・
元吉 美津江・磯
野 史朗・田中 
宏一 
和田 聡子・光田 
信明 
森田 知子 
 
水畑 喜代子・荒
木 彩香・吉野 
詩保美・見越 香
奈・三輪 元子・
金子 政時 
南 佐和子 
荻田 和秀

12 法と心理
16(1)

自閉スペクトラ
ム症と少年司法

特集「自閉スペクトラム症と少年司法」 
 
法と心理学会第 16回大会　大会企画シンポジウム 
　「司法面接をどう使うか ――スキル、連携、法制度」

野村 武司・十一 
元三・岩本 憲武・
村尾 泰弘 
仲真 紀子・稲川 
龍也・緑 大輔・
渡邉 和美・石橋 
昭良

13 そだちの科学
(27) 

「子ども虐待」
はなぜなくなら
ないのか : 子育
て困難にどう対
応するか

１. 子育て困難・子ども虐待の現在 
子どもを育てる難しさと子育ての失調  
子育て困難 : 地域を耕すということ 
「甘え」の世界からみた子育て困難 : アタッチメント研
究で捨象されてきたもの 
２. 子育て困難にどう向き合うか 
診察室からみた子育て困難 
子どもの虐待はこのままでいいのか : 児童相談所の現
状と課題 
児童虐待と学校、親 
父母の離婚と子育て困難 : 家庭裁判所から  
児童養護施設の現在 
子育て環境の変化をどうみるか : 子育ての現象学  
３. 子育て困難とその臨床 
子どもの虐待をいかにへらすか 
アビューズを考えるということ  
虐待について考えたこと 
卒業証書をくれた家族  
子育ての困難とその臨床 : 子どもと親の育ちを支える

 
滝川 一廣 
大高 一則 
小林 隆児  
 
 
杉山 登志郎 
牧 真吉  
岡崎 勝 
高島 聡子 
内海 新祐  
山竹 伸二 

 
小倉 清 
清水 將之 
村田 豊久 
岡田 隆介 
永田 雅子

14 法の支配
(183)

夫婦別姓 , 再
婚禁止期間 : 
最高裁大法
廷判決 [平成
27.12.16] 

児童虐待と子どもの幸福 
夫婦同氏規定・再婚禁止期間規定の憲法適合性をめぐっ
て 
 

 
夫婦同氏・別氏の現状と法的課題 
立法不作為の国家賠償法上の意義と効果 － 最大判平
成 27年 12月 16日を契機に
夫婦別姓最高裁判決にみる多数意見と少数意見の思考
形式の違い～弁護団の立場から

安倍 嘉人 
大村 敦志／門口 
正人／伊達 聡子
／窪田 充見／宍
戸 常寿／西希 
代子 
平田 厚 
宇賀 克也 

寺原 真希子
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再婚禁止期間一部違憲判決を受けて①－民法の一部を
改正する法律の概要 － 
再婚禁止期間一部違憲判決を受けて②－最高裁判決を
受けての再婚禁止期間に関する戸籍事務の取扱いにつ
いて －

堂薗 幹一郎 
 
山﨑 耕史

15 小児科診療
79(1)

子どもの外傷 : 
小児科医でもで
きること , 小児
科医だからこそ
できること

Ⅰ　小児科医でもできる外傷診療 
小児科医が行う外傷診療において留意すべきこと 
軽症頭部外傷・脳しんとう　 
顔面外傷　 
歯牙損傷 
上肢の外傷　 
下肢の外傷 
熱　傷　 
挫創（挫傷） 
身体的虐待を疑う外傷　　
 
Ⅱ　小児科医だからこそできる外傷診療 
子どもの不慮の事故の現状 
傷害予防概論　 
月齢・年齢，成長発達に応じた事故予防－Bright 
Futures Guidelines より－ 
小児科外来での傷害予防への取り組み 
成長期のスポーツ障害 
地域での取り組み：科学的アプローチに基づく地域参
加型研究 
Injury Alert（傷害速報） 
製品や環境の改善による傷害予防 
導入の科学：人々の意識や行動変容に取り組む 
Evidence-based Injury Prevention

  
村田 祐二 
植松 悟子 
安 炳文 
杉中 見和・他 
  岩崎 寛 
安田 幹 
  岡田 清春・他 
辻 聡 
村上 珠菜・他 
 
 
伊藤 友弥 
  山中 龍宏・他 
阪下 和美 
   
林 幸子 
柳田 育久 
出口 貴美子 
  井上 信明 
北村 光司・他 
  大野 美喜子・他 
岸部 峻・他

16 小児看護
39(1)

子どもの育ちを
支える看護 
医療機関と地域
との連携による
切れ目のない支
援

【特集にあたって】 
看護職の気づきから地域の子育て支援につなげる  
 
【知っておきたい知識】 
①子どもの育ちを支える看護職の役割  
②子育て支援・母子保健施策；横浜市における母子保
健の現状と課題  
③区福祉保健センターで行う母子保健事業の実際  
 
【周産期から親に寄り添う支援】 
①妊娠期からの途切れない子育て支援；臨床心理士の
立場から 
②新生児外来における支援；新生児科医の立場から  
③ NICUフォローアップ外来における支援；小児看護
専門看護師の立場から  
 
【育ちを支える医療機関と地域との連携の実際】 
① NICUから始める退院支援 ; 地域との連携の実際  
②小児病棟・外来と地域との連携  
③医療機関と地域とをつなぐ子育て支援；MSWの立
場から  
 
【小児看護における日常生活援助の重要性】 
①子どもの育ちを支える看護師の育成 
基礎教育の立場から  
病棟管理者の立場から 
②子どもの育ちを支える病棟保育士の役割

 
関根 弘子 
 
 
花野 典子 
近藤 政代 
  
田中 みを，他 
 
 
相川 祐里 
立石 格 
太田 有美 
 
 

 
平澤 明美 
尾高 大輔，他 
畠山 友香 
 
 
 
草柳 浩子 
小沼 貴子 
赤津 美雪

17 日本健康相談
活動学会誌
11(1)

学校は児童虐待
にどう対応すれ
ばよいか

児童虐待に対応する「校内連携」と「教育委員会の支援」  
横浜市におけるスクールソーシャルワーカーの効果的
な活用について  
児童虐待の早期発見と対応のための養護教諭の専門力
を支える「気づき」の感性 "

山口 和良 
青木 ひふみ 
鎌塚 優子
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18 キリスト教社
会福祉学研究
(49)

第 57 回大会特
集 ; シンポジ
ウム 私たちに
とって平和とは
何か : キリスト
教社会福祉の使
命

開会礼拝  
奨励 小さな平和と大きな平和について 
記念講演 救貧看護とフィランスロピア 
 
シンポジウム 私たちにとって平和とは何か : キリスト
教社会福祉の使命 
発題要旨 本当の平和とは何か ? : 児童虐待の現場から 
発題要旨 『自死と孤立』の取組みから : 一人ひとりが
大切にされる社会に向けて 
発題要旨 私たちにとって平和とは何か : キリスト教社
会福祉の使命 
 
パネルディスカッション キリスト者と社会 
発題要旨 宣教とディアコニア 
発題要旨 キリスト者と社会 : 山室軍平と岩橋武夫を中
心に  
発題要旨 賀川豊彦と社会運動 
発題要旨 無教会派・矢内原忠雄を導きにして

 
水野 隆一 
土井 健司 
  
 
 
延原 正海 
喜代永 文子 
 
川上 直哉 
 
 
中道 基夫 
室田 保夫 
西 義人
 
田中 和男

19 新潟医学会雑
誌 130(9)

シンポジウム 
子ども虐待の
「今」を考える 
: 日本子ども虐
待防止学会にい
がた大会を 11
月に控えて : 第
708 回新潟医
学会 

小児科医として子ども虐待に向き合って、「今」思うこ
と 
子ども虐待：現代社会が直面する課題

田中 篤
  
西澤 哲

20 金曜日 24(6) 出口なき児童虐
待 

埼玉 児童養護施設ぐるみで隠蔽、疑われる県の自浄能
力 2 施設で職員が児童と性的関係 
神奈川 目覚めよ、ゆりかご園 ! 児童虐待生み出す "ブ
ラック施設 "化の実態

小宮 純一 
 
須田 桂吾

21 厚生福祉  
(6216)

16 年度組織・
定員改正 児童
虐待防止や軽減
税率導入に対応

22 厚生福祉  
(6238)

社説拝見 3 月
後期 待機児童
対策、児童虐待、
年金改革など

23 厚生福祉
(6278)

「社説拝見 9 月
後期 働き方改
革、児童虐待防
止を論じる」
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24 週刊東洋経済 
(6669) 

「【第 1特集 「子
なし」の真実】  
【東洋経済】関
心を持つ夫婦
が急増 問われ
る「子を持つ
覚悟」 特別養子
縁組の厳しさ 
」

25  時の法令 
(2013)

 「法令解説 児
童虐待の発生予
防から自立支援
までの一連の対
策の更なる強化
等 : 児童福祉法
等の一部を改正
する法律 ( 平成
28年法律第 63
号 ) 平 28.6.3
公布 平 29.4.1
施行 ( 一部を除
く )」 

26 法律のひろば
69(6)

児童虐待事案に
おける関係機関
との連携につい
て
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2016 年の児童虐待に関する論文
（※『子どもの虐待とネグレクト』を除く）

著者名 表題・雑誌名等

青栁 千春 . 阿
久澤 智恵子 . 
笠巻 純一 . 鹿
間 久美子 . 佐
光 恵子

「児童虐待対応における学校と関係機関の連携に関する研究 : 校外関係機関の専門職へのインタ
ビュー調査から」高崎健康福祉大学紀要 (15)pp.23-34

阿久津 美紀 「児童福祉施設における記録管理 : 歴史的な虐待調査報告書「Shaw Report」から考える、未来
のアクセス」レコード・マネジメント : 記録管理学会誌  (71)  pp.39 ～ 55

裵 美蘭 「児童虐待における『児童』の意味と今後の課題 : 主に日韓の関連規定を素材として」九州法学
会会報 pp13-16

帖佐 尚人 「戦後我が国における親の教育権論の展開」福祉社会学部論集 34(4)pp.15-24

藤原 映久 「iPad を用いた島根県版児童虐待アセスメントツールの開発と試行」島根県立大学短期大学部松
江キャンパス研究紀要 (55)pp.99-105

ぎょうせい編 「児童虐待事案における関係機関との連携について」法律のひろば 69(6)pp. 3

後藤 啓二 「グローカルインタビュー NPO法人シンクキッズ代表理事 弁護士 後藤啓二氏 児童虐待、どう
抑制するか 関係機関は実効性ある連携を 法改正急務、最悪事態防げ」(283)pp.48-50

二見 清一 . 西
村 洋子

「現場レポート 激増する児童虐待 : 子ども家庭相談をめぐる動向と児童相談所・市町村の現状と
課題」季刊自治と分権 (64)pp86-94

林田 馨 . 津間 
文子

「子ども虐待予防に効果的な支援内容に関する研究 : 子育て支援者に必要なアセスメント項目の
抽出」インターナショナル nursing care research 15(2)  p.1 ～ 12

林 弘正 「児童相談所の児童虐待事案への介入の在り方 : 東京地裁平成 27年 3月 11日民事第 28部判決
を契機に 」武蔵野大学政治経済研究所年報 (13) pp1-28

本間 宏実 . 桜井 
敦朗 . 新谷 誠康

「臨床報告 虐待による多数歯齲蝕を有した児童に対し継続的な口腔内管理を行った一例」歯科学
報 116(6) p.470 ～ 477

 細谷 芳明 「児童虐待の現状と児童虐待に対する刑事司法関与のあり方 ( 上 )」捜査研究  65(12) 通号 792  
p.22 ～ 30

市川 光太郎 「小児救急疾患アトラス (22) 多発骨折 ( 児童虐待 ) 」日本救急看護学会準機関誌 29(7)pp.660-
664

飯浜 浩幸 . 小早
川 俊哉 . 上原 
正希 . 杉本 大
輔 .櫻井 美帆子. 
櫻井 裕介 . 福冨 
律 . 湯浅 頼佳

「大学生の児童虐待への意識変化 : オレンジリボン活動の調査から ( 第 2報 )」道都大学紀要 . 社
会福祉学部 (41)pp.1-7

池田 真澄 「新英研の宝×教材のチカラ ( 第 81回 ) いじめ・児童虐待の歌」新英語教育 (560)pp.20-22

石崎 優子 . 新
田 雅彦 . 丸山 
朋子 . 西垣 敏
紀 . 西 嶋 加
壽代 . 竹中 義
人 . 武知 哲久

「大阪府内における被虐待児の社会的入院の現状と課題」日本医事新報 (4826)pp.18-20

岩瀬 久子 「現場の声 児童虐待への取り組みの現状と課題 : 民間団体の取り組み事例の紹介を含めて」現代
の社会病理 (31)pp139-152

柏木 恭典 「虐待」に先立つ問い : 児童虐待と虐待死の差異に基づいて」 千葉経済大学短期大学部研究紀要
(12)pp.1-11
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笠原 正洋 「保育所において関係機関と協働して対応した児童虐待事例の協働の評価に関する質的検討 」中
村学園大学発達支援センター研究紀要 (7)pp.9-13

笠原 麻里 「生殖医療後の子育てにおける子ども虐待のリスク」 心身医学 56(7)pp 712-717

金 ジャンディ 「韓国の児童虐待犯罪の処罰等に関する特例法について : 児童虐待犯罪を中心に」阪大法学
66(1)pp.283-303

北川 裕美子 「子育て支援・児童虐待予防のための保護者支援プログラムについて」香川短期大学紀要 (44)
pp.137

久保 樹里 「児童相談所における子ども虐待ソーシャルワークの課題」大阪社会福祉士 (22) p.2 ～ 9

倉橋 弘 「児童虐待防止法について」福祉図書文献研究 (15)pp.73-76

草野 知美 「保育学を学ぶ学生の児童虐待防止教育の課題 他学科の学生との比較を通して」子どもと女性の
虐待看護学研究 3(1)pp.20-29

松田 宣子 . 石
井 美由紀 . 奥
田 博子 . 倉田 
哲也 . 内村 利
恵

「保健師の子ども虐待の初期リスクアセスメントの実態に関する研究 : 保健師が支援した子ども
虐待事例を通して」研究紀要  (17)  p.133 ～ 143

三坂 彰彦 「教育問題法律相談 (No.384) 児童虐待を受けた子どもを保護する制度」 週刊教育資料 (1405)
pp.31

光成 歩 「立法情報 マレーシア 改正子ども法による児童虐待厳罰化」外国の立法 . 月刊版 (267-2)pp.20-
21

三輪 孝次 「虐待事例におけるグループ箱庭の試み : 親子関係のアセスメントと修正的接近を目的として」
遊戯療法学研究 15(1)pp. 97-106

中谷 藍子 「誌上発表 　岡山県児童相談所に寄せられた児童虐待通告事例の背景」岡山県保健福祉学会 22 
p.128 ～ 131

日本教育協会 「児童虐待が 10万件を超え過去最悪に " 面前 DV" など心理的虐待が増加 : 厚労省が平成 27年
度児童相談所の児童虐待対応件数まとめる」 国内動向 : 過激各派の諸動向・教育・労働問題に関
する専門情報誌 1354pp.25-30

岡 聰志 . 清水 
孝教

「児童虐待事案における児童相談所の役割と他機関との連携について ( 上 )」 捜査研究 65(12) 通
号 792  p.12 ～ 21

安河内 美樹 . 
笠原 正洋

「教職員・保育者を対象とした児童虐待防止マニュアルの内容分析と課題」中村学園大学発達支
援センター研究紀要 (7)pp.57-69

奥村 賢一 「スクールソーシャルワーカーが相談対応する児童虐待の実態と実践課題 : 配置型と派遣型の活
動形態に焦点化して」福岡県立大学人間社会学部紀要 24(2)pp. 41-60

奥山 眞紀子 「児童虐待に関する法律とその改正 」小児保健研究 75(4)pp.439-444

大橋 麗子 . 坂
井 恵

「医療型障害児入所施設における研修会「子ども虐待とその対応」の効果と課題 」岐阜看護研究
会誌 (8) p.37 ～ 43

大西 良 「主任児童委員の子ども・子育て支援に関する実態調査 : 児童虐待事例への対応を中心に」福岡
県社会福祉士会研究誌 (9)pp.19-26

大塚 剛司 児童相談所一時保護所の入所児童の変化と支援の研究 : 中学生以上の事例分析から 子ども家庭
福祉学 (16)pp.44-56

佐々木 大樹 「家庭内における暴力の包括的な理解と支援の試み」臨床心理学 16(4)pp.476-481

佐々木 大樹 . 
田中 清美

「児童虐待相談における介入役割から支援役割への変化」心理臨床学研究 34(1)pp.73-82

沢崎 俊之 「児童虐待防止に資する要因の探究の試み : 「心のつぶやき」のカテゴリー分けの資料から 」埼
玉大学教育学部教育実践総合センター紀要 (15)pp85-90

清水 克之 「児童虐待問題の現状と課題 」広島文教女子大学紀要 (51)pp.71 ～ 81
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武田 玲子 「学習支援事業における児童虐待予防の可能性 : 寄り添い型学習支援の支援者へのインタビュー
より探る」研究所年報 / 明治学院大学社会学部付属研究所 編 (46)pp35-48

竹中 美恵
子 . 桑原 健太
郎 . 越智 英明

「症例報告 性的虐待から解離性同一症を発症した女子の 1例」広島医学 69(8)pp.589-592

玉城 清子 . 吉
川 千恵子 . 西
平 朋子 . 嘉陽
田 友香

「PACAPによる子ども虐待リスク者の縦断的調査」沖縄県立看護大学紀要 (17)  p.89 ～ 95

田邊 悠 . 稲毛 
映子 . 黒田 眞
理子

「児童虐待による親子分離からの家庭復帰支援に対する保健師の関わり」文京学院大学総合研究
所紀要 (16) pp.81-93

田中 晶子 「家庭裁判所における子どもの心情・意向調査への司法面接の活用」 四天王寺大学紀要 (62)
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